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化に対する主観的距離感の変動は 1 次関数式で表わすことができたのだが，その直線の勾配は参加した 5名の被験













































れた。また，被験者31 名を用いて，各人に時速 50， 60, 80 キロの実運転事態で「走りやすい距離J í危険を感じ始める
距離J í安全と思われる最小の距離J í近すぎるとも遠すぎるとも感じない距離J を造成させたところ，近接学的観点と
同様車間距離に関しても主観的空間の不連続性の存在が確認された。
車間距離の取り方の各層の広狭に個人差が認められるが，それがどのような背景を持っかを各種心理テストとの関連
で詳細に分析している。
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そこでの主たる結果は次ぎのような点にある。
①尚早反応傾向は短い車間距離傾向と関連する
②速度が速くエラーが多い被験者は安全最小距離が短い
③動作面・活動性を測定するテストは危険を感じ始める距離と関連する
④安全態度面を測定するテストは走りやすい距離，近すぎも遠すぎもしない距離と関連する
本研究は運転適性テストの基準関連妥当性をこれまでのように事故におくのではなく運転行動におくべきであると
いう課題を実証し，今後の交通心理学に新たな視点を与えたところに多大な貢献が認められ，学位論文どして評価でき
ると判定した。
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